
加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅南ミニ市役所維持管理
事業

部 局 名 市民部

課（室）名 加古川市民センター

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成16年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 １７市民センター費

細  目 ０２０加古川駅南ミニ市役所維持管理
事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成１６年度より中心市街地活性化の観点から、ＪＡビルに「加古川駅南ミニ
市役所」を開設し、加古川市民センターなどが業務を行っている。現在、ＪＡ
ビルは築４４年経過し、施設の老朽化及び耐震化への対応策が必要となってお
り、利用に支障が生じないよう対策を講じていく必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川駅南ミニ市役所利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川駅南ミニ市役所を運営するため維持補修管理する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川駅南ミニ市役所を快適に利用できる状態にする。

92,00976,54569,160

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 29,163

財　

源　

内　

訳

□拡充

中心市街地活性化を図る観点から、加古川駅周辺への集客を促す行政サービス
機能を集積した施設として重要な役割を果たしている。より良い行政サービス
を市民に提供するため、当施設を適正に維持管理していくことは不可欠であ
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 69,160

そ の 他 特 財 39,997

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅南ミニ市役所維持管理
事業

部 局 名 市民部

課（室）名 加古川市民センター

件

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

概ね予想された件数であった。

業務取扱件数 件 92,231

活 動 指 標
分 析 結 果

概ね予想された件数であった。

業務取扱件数

目 標 値

92,231

目標年度

平成28
年度

92,231

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 放置自転車指導撤去返還事業 部 局 名 建設部

課（室）名 土木総務課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成18年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０２道路橋梁費

目 ０１道路橋梁総務費

細  目 ０１０自転車対策事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
道路法、（通称）自転車法、加古川市自転車等の放置の防止に関する条例

現 状 と 課 題

加古川市自転車等の放置の防止に関する条例の施行と併せて、放置自転車指導
撤去返還事業により、自転車等放置禁止区域を指定し、原則として即日撤去を
実施することで歩行者等の通行の安全の確保と防災活動の円滑化が図られてい
る。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

交通手段として自転車を使用する市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

各鉄道駅周辺に有料及び無料駐輪場を整備し、自転車の放置に対する指導啓発
及び条例に基づく放置自転車の撤去、移送等による駐輪マナーの向上を図ると
ともに、駐輪場の確保、維持管理を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

放置自転車対策を進めることにより、駅周辺の広場や道路等の公共の場の機能
の確保を図り、美しいまちなみの保全を図る。

52,35052,00452,720

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 50,095

財　

源　

内　

訳

□拡充

事業のＰＲ等で市民に浸透してきている。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 52,720

そ の 他 特 財 2,625

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 放置自転車指導撤去返還事業 部 局 名 建設部

課（室）名 土木総務課

件

対 象 指 標 名

加古川市内の自転車防
犯登録台数

21,57322,64718,604

成 果 指 標
分 析 結 果

駅周辺の広場や道路等の公共の場の機能確保を図るため放置自転車の撤去を実施すること
で、美しいまちなみの保全が図られ、市民からの放置自転車に対する苦情も減少している。

放置自転車等撤去台数 台 2,7822,5831,929

有料駐輪場利用率 ％ 66.867.966.8

活 動 指 標
分 析 結 果

鉄道駅における有料・無料駐輪場について、必要台数の確保は十分
に図られている。２７年度に撤去台数が２０００台を割り込んだが
　今後更なる、放置自転車の台数は減少を目指す必要がある。

自転車等放置禁止区域
内の放置自転車に関す
る苦情件数

目 標 値

0

目標年度

平成28
年度

505021

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

台

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅北自動車整理場管理事
業

部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成24年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０１０加古川駅等周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

徐々にではあるが整理場の利用者は増加しており、駅北ロータリーの混雑緩和
を図ることができている。路側帯に停車し乗客を乗降させていたツアーバスな
どは、加古川ＢＰへのアクセスに便利な本施設を利用する車両が増え、安全性
の向上が図られている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川駅北ロータリーの利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川駅北ロータリーに隣接する３１街区に自動車整理場を設置し、管理して
いる。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川駅北ロータリーの混雑解消を図るため。

9,0499,0668,685

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 5,276

財　

源　

内　

訳

□拡充

整理場の適切な維持管理が行われている。なお、料金に上限を設定していない
ことから、利用者と料金に関するトラブルが発生しており、早急に料金の見直
しが必要となっている。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 8,685

そ の 他 特 財 3,409

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅北自動車整理場管理事
業

部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

台

対 象 指 標 名

利用数 139,844

成 果 指 標
分 析 結 果

１日当たり約３８２台の利用があり、徐々に利用者が増加しており、駅北ロータリーの混雑
緩和を図ることができている。

開場日数 日 366

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２４年５月１４日より供用を開始し、終日開業している。

１日当たりの整理場利
用台数

目 標 値

300

目標年度

平成27
年度

226296382

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

台

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 新在家歩道橋維持管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 平岡地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０１０加古川駅等周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

エレベーターの設置により、移動の利便性及び安全性の向上が図られている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

バイパス以北の住民。通勤通学等によるエレベーター施設利用者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

国道２号加古川バイパスの新在家歩道橋に設置されたエレベーターについて、
国土交通省から委託を受け、市が維持管理を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

エレベーターの各機能を常時適正に発揮させ、安全かつ良好な運転状況を維持
するため。

5,5495,3575,238

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

エレベータ―の適切な維持管理が行われている。ＪＲ東加古川駅と総合文化セ
ンターや加古川警察署等をつなぐ特定経路において、本エレベーターが果たす
役割は大きく、引き続き適正な管理に努めていきたい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,238

そ の 他 特 財 5,238

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 新在家歩道橋維持管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 神野駅南駅舎等管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成22年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０１都市計画総務費

細  目 ０３５総合交通政策事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
神野駅の保守管理及び管理運営に関する協定書

現 状 と 課 題

平成１６年にＪＲ加古川線が電化したことに伴い、同線の利用促進を図るべ
く、沿線各市の駅舎が更新された。本市では、地元住民から神野駅北口開設の
要望が提出されたことを受けて、平成２２年度に神野駅南北駅舎の更新を図
り、ＪＲと協議の結果、南駅舎は本市の管理となった。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

神野駅周辺（神野町・平荘町）の住民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

神野駅南駅舎及び南広場等の清掃と目視点検による施設の維持管理を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民が安全かつ清潔に駅舎を利用できる環境を維持することにより、公共交通
利用者を確保し、神野駅の都市拠点機能を高め、加古川線の利用促進も図る。

532

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 532

財　

源　

内　

訳

□拡充

神野駅南駅舎の清掃を実施し、安全かつ清潔に利用できる環境を維持すること
で、神野駅利用者の確保に寄与している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 532

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 神野駅南駅舎等管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 宝殿駅南駐車場管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成14年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 加古川西地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０１都市計画総務費

細  目 ０４０宝殿駅附近都市整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
宝殿駅南駐車場の設置及び管理に関する要綱

現 状 と 課 題

宝殿駅南再開発事業を実施するまでの暫定的な措置として、平成１４年度に駅
南広場へ駐車場を整備し、管理運営を継続している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

車で移動をしている宝殿駅及び駅周辺施設等利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

宝殿駅南に駐車場を設置、運営するとともに、維持管理を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

宝殿駅の利便性を向上させるとともに、駅前広場内の渋滞緩和を図る。

2,8092,8922,722

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

駐車場の適切な維持管理が行われている。本駐車場は、月平均１，０００台以
上の利用があり、駅及び周辺施設利用者が気軽に利用できる駐車場として定着
しており、再開発事業が実施されるまでは継続していきたい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,722

そ の 他 特 財 2,722

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 宝殿駅南駐車場管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

台

対 象 指 標 名

宝殿駅の利用者数 7,482

成 果 指 標
分 析 結 果

１日当たり約３６台の利用があり、宝殿駅の利便性向上に寄与している。

駐車場収容台数（時
間）

台 202020

活 動 指 標
分 析 結 果

２０台の駐車枠を確保している。

１日平均駐車台数（時
間）

目 標 値

35

目標年度

平成27
年度

373736

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

千人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 厄神駅北駐車場等管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成13年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 加古川北地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０３０厄神駅周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市厄神自動車駐車場の設置及び管理に関する条例及び同施行規則

現 状 と 課 題

平成１７年頃に厄神駅西に民間駐車場が完成したことなどにより、厄神駅北駐
車場の利用は平成２１年度から減少に転じた。このため、パークアンドライド
駐車場として利用しやすいよう、平成２５年４月から時間貸し料金と駐車台数
の内訳（定期８０台＋時間２５台）の見直しを行った。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

厄神駅の利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

駐車場の設置、運営するとともに、維持管理を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

パークアンドライド駐車場として、ＪＲ加古川線の利用促進、都心部への車流
入の抑制、大気汚染の軽減を図る。

5,0695,5985,365

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

駐車場の適切な維持管理が行われている。本駐車場は、ＪＲ加古川線の利用促
進を図るためのパークアンドライド駐車場として整備しており、地域住民に対
し利用啓発・周知を行い、さらなる利用促進に努めていきたい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,365

そ の 他 特 財 5,365

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 厄神駅北駐車場等管理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 交通政策課

台

台

対 象 指 標 名

厄神駅の利用者数 698666668

成 果 指 標
分 析 結 果

定期駐車が、月平均７５台、時間貸し駐車が、月平均約５００台の利用となっており、パー
クアンドライド駐車場として、ＪＲ加古川線の利用促進に寄与している。

駐車場収容台数（定
期）

台 808080

駐車場収容台数（時
間）

台 252525

活 動 指 標
分 析 結 果

定期駐車と時間貸し駐車の割合を適正に配分している。

月平均駐車台数（定
期）

目 標 値

80

目標年度

平成28
年度

71.474.875.6

１日平均駐車台数（時
間）

13.5平成27
年度

13.516.316.4

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

千人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅等周辺整備事業に要す
る一般的経費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０１０加古川駅等周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

加古川駅等周辺整備事業を円滑に行うため、必要となる一般的経費を計上し、
執行している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川駅等周辺整備事業

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

関係機関との調整や協議を行うとともに事業に係る事務を執り行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

事業を円滑に遂行するため。

1,2711,0241,352

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,158

財　

源　

内　

訳

□拡充

事業に係る事務を適切に実施している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,352

そ の 他 特 財 194

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅等周辺整備事業に要す
る一般的経費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中心市街地整備事業に要する一
般的経費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ００５中心市街地整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

中心市街地整備事業を円滑に行うため必要となる一般的経費を計上し執行して
いる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

中心市街地整備事業

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

事業に係る関係機関・事業者等の調整や協議を行うとともに、事業に係る事務
を執り行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

事業を円滑に遂行する。

372313305

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 305

財　

源　

内　

訳

□拡充

事業に係る事務を適切に実施している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 305

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中心市街地整備事業に要する一
般的経費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 都市改造事業に要する一般的経
費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０２０都市改造事業に要する一般的経
費

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

ＪＲ厄神駅等周辺事業を円滑に行うため必要な一般的経費を計上し執行してい
る。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

都市改造事業（ＪＲ加古川線厄神駅・神野駅等周辺整備事業）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

関係機関・事業者等の調整や協議を行うとともに、事業に係る事務を執り行
う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

事業を円滑に遂行する。

166116186

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 186

財　

源　

内　

訳

□拡充

事業に係る事務を適切に実施している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 186

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 都市改造事業に要する一般的経
費

部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅前土地区画整理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 昭和52年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０１０加古川駅等周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
土地区画整理法、東播都市計画事業加古川駅前土地区画整理事業施行に関する
条例

現 状 と 課 題

加古川駅前の再開発との関連により、商業地として有効的な土地利用を考えた
街区をつくり、都市計画街路等の公共施設の整備をおこない、健全な市街地を
造成している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

施行区域内の権利者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

区画整理事業を終息するにあたり、土地区画整理審議会を開催し、関係権利者
への情報提供による周知等を行うと共に、換地処分に向けて設計業務委託を発
注する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

土地利用の活性化を目指した土地区画整理事業について平成２７年度に換地処
分の公告を行い、その後、清算金の徴収・交付事務を進めて平成３２年度に事
業を終息させる。

7,44810,97116,705

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 8,101

財　

源　

内　

訳

□拡充

平成２７年度においては予定どおり換地処分をおこなった。今後は清算金徴収
事務を進めていく。

□維持 ■縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 16,705

そ の 他 特 財 8,604

平成32年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅前土地区画整理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

％

対 象 指 標 名

土地区画整理事業対象
面積

6.36.36.3

成 果 指 標
分 析 結 果

都市施設整備については、概成しており、進捗率には反映されていないが成果としては妥当
なものと考える。

土地区画整理審議会 回 320

設計委託発注件数 件 111

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度において、目標どおり換地処分を行った。現在は清算
金の徴収事務を実施している。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

平成32
年度

9099.899.8

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

ｈａ

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅北土地区画整理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成5年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０１０加古川駅等周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
土地区画整理法、東播都市計画事業加古川駅北土地区画整理事業施行に関する
条例

現 状 と 課 題

都市計画道路・駅北広場が整備され通行車両及び駅利用者の利便性が向上し
た。仮換地が整備済のところは、全ての宅地が都市計画道路・区画道路に接し
家屋の新築が進んでいる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

・東播都市計画事業加古川駅北土地区画整理事業施行区域内の関係権利者。・
加古川駅利用者、南北東西交通幹線道路の利用者など都心へのアクセスを目的
とする車両等。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

土地区画整理事業計画に基づき、整備計画を立て進捗を図る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

都市機能（生活環境・利便性・防災性）の充実を図ることにより、健全な市街
地を形成する。都市計画街路・駅北広場・区画道路が整備されることにより、
交通の利便性及び安全性の向上に繋がる。また、道路・公園が整備されること
により、居住環境及び防災性の向上が見込まれる。

333,707168,855147,621

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 147,621

財　

源　

内　

訳

□拡充

成果指標上は、ほぼ目標を達成しているが、事業完了には未だ数年を要すると
思われる。残工事の早期完了に向け、権利者との交渉等、努力が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 147,621

そ の 他 特 財

平成28年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川駅北土地区画整理事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

％

％

対 象 指 標 名

都市計画街路 3061130

区画道路 ｍ 40100390

成 果 指 標
分 析 結 果

物件移転補償、道路整備工事ともに本年度で行い、平成２８年度完成を目指す。

物件移転補償 件 1031

道路築造工事 ｍ 70161520

活 動 指 標
分 析 結 果

物件移転補償は１件契約したが、１件は繰越をした。道路築造工事
については、都市計画道路溝之口線を１３０ｍ、区画道路について
は３９０ｍの整備を行った。

物件移転率

目 標 値

100

目標年度

平成27
年度

98.899.399

道路整備率 100平成28
年度

91.193.499

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

ｍ

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中心市街地整備事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ００５中心市街地整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市計画法、密集市街地整備法、加古川市住宅市街地総合整備事業補助金交付
要綱

現 状 と 課 題

寺家町周辺地区は古くから商業の集積地として機能してきたが、接道条件の悪
さや権利の複雑さなどから個別の建物更新が困難となり、老朽建築物が密集し
ている。このため災害時における安全な避難空間の確保および消防活動や火災
時の延焼遮断機能の確保が図れないなどの課題を抱えている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

寺家町周辺地区（面積約０．８ｈａ、加古川町篠原町および寺家町の一部）の
権利者と居住者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

住民および権利者等で構成する加古川市寺家町周辺地区まちづくり準備組合
（認可後は事業組合）が施行する防災街区整備事業について、調査設計計画お
よび土地整備、共同施設整備、地区公共施設等整備などに必要な経費の一部に
ついて補助金の交付および技術的支援を行う。なお、平成２８年７月に工事が
完了する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

住民主体による防災街区整備事業を推進し、加古川駅南西地区における防災に
関する機能の確保と土地の合理的かつ健全な利用を図り、都心にふさわしい賑
わいと住環境の創出を図る。

91,768692,699812,535

国 庫 支 出 金 539,197

県 支 出 金

地 方 債 243,200

一 般 財 源 30,138

財　

源　

内　

訳

□拡充

寺家町周辺地区防災街区整備事業は、地区内権利者の都市計画提案に基づき本
市が都市計画決定している。また、本事業により防災道路と共同住宅が整備さ
れ、災害時における避難空間や消防活動区域の確保、延焼防止効果の向上、さ
らには都心居住の促進と中心市街地の賑わいの創出が期待できる。事業進捗も
順調に実施されており、分譲住宅の販売率では目標を大きく上回った。引き続
き事業組合の施行による円滑な事業の推進を市として支援・指導することが妥
当であると判断する。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 812,535

そ の 他 特 財

平成28年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中心市街地整備事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

％

％

対 象 指 標 名

地区内の居住者数 1400

防災街区整備事業の対
象面積

ｈａ 0.80.80.8

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２６年度に事業計画の変更が行われ、建築工事完了時期を平成２８年８月としていた
が、現在は、完了に向けて順調に進捗し、平成２８年７月末工事が完了する見込みである。

準備組合（事業組合）
の会議開催数

回／年 192422

準備組合（事業組合）
への補助金交付額

千円 91,768692,699812,535

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度は事業組合理事会を１９回（第３７回～第５５回）
と、通常総会１回および臨時総会を２回開催した。また、事業組合
は防災施設建築物の管理規約等を定めた。さらに、新築工事の一部
について、補助金の執行を行った。

防災街区整備事業の施
設整備の進捗率

目 標 値

100

目標年度

平成28
年度

13.944.676.5

分譲住宅の販売率 100平成28
年度

08100

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 厄神駅周辺道路整備事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０３都市拠点の機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成22年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０３都市改造費

細  目 ０３０厄神駅周辺整備事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
道路法

現 状 と 課 題

ＪＲ厄神駅へのアクセスの改善のため、平成２３年度から、道路整備事業に着
手している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

厄神駅周辺（八幡町・上荘町）の住民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

ＪＲ厄神駅への主要アクセス道路の整備工事を行う。なお、平成２７年度は国
包３７号線の一部区間について道路整備を行った。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

ＪＲ厄神駅へのアクセスの改善を行い、同駅の利便性の向上とＪＲ加古川線の
利用促進を図る。

14,8711,12319,047

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債 17,200

一 般 財 源 1,847

財　

源　

内　

訳

■拡充

ＪＲ厄神駅へのアクセスの改善をめざし、一部区間で道路整備工事を実施する
ことで、地域住民に「見える化」を計ることができた。事業を計画的に進めて
いる。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 19,047

そ の 他 特 財

平成31年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 厄神駅周辺道路整備事業 部 局 名 都市計画部

課（室）名 市街地整備課

％

千人・
年

対 象 指 標 名

厄神駅周辺（八幡町・
上荘町）の住民

10,0939,96910,013

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２８年度の用地買収に向けて事業を推進している。厄神駅の利用者は、平成２０年度の
三木鉄道廃止後、減少傾向となっていたが平成２５年度は増加に転じたが、平成２７年度は
微減となった。

今年度までに整備され
た道路の延長距離

ｍ 00149

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度は国包３７号線道路整備工事（第１工区）（Ｌ＝
１４９ｍ）を実施した。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

平成31
年度

11.212.619.5

厄神駅の利用者数 666平成32
年度

698668666

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位


